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　1）　】「。H。Xy1賜KoB，P。H。HHKoHoBaし（1975）：rJlpo6πeMbMoBepxHocTe量BbIpaBHHBaH朋ropHblx

CTpaH（山岳地域の平坦面の諸問題）」・ナウカ出版所シベリア支所・ノボシビルスタ・310p・・図35・．表

4，参526，27×20cm（露文），UDC551。311

　このモノグラフではソ連領極東南部を例にして各地質時代の摺曲区における地形平坦面の形成条件，

その形態的な状態が述べられ，山脈脊梁帯の古期平坦面の残存可能性に関する問題が検討され，山脈中

に認められる平坦地形の生成タイプと生成期が確かめられている．さらに傾斜不整合面に関する資料が

紹介され，著者らはこれを埋没平坦化面としている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　　次

第1章用語と分類の問題
第2章現世山岳地形での残存平坦化面保存の可能性と条件について

第3章　由脈脊梁面と階段状山岳地形の起源について

第4章　極東南部山脈中の基底平坦化面の生成型式

　A　削剥平坦化面

　　非構造性平坦面　　構造性切刻平坦面　　構造性平坦面

　B　火山成堆積面と火山成堆積一削剥面

　　構造性平坦化面

第5章　傾斜不整合面の地形学的意味

第6章平坦化面に対応する岩石コンプレックスについて

第7章各種造構造環境下での平坦化面形成条件

　A　千島一カムチャツカ地向斜系

　B　樺太エビ地向斜摺曲地塊新生代山脈系

　C　シホテ＝アリン　エピ地向斜摺曲地塊中生代山脈系

　D　極東南部の先後期白亜紀摺曲作用のエピ地向斜，デュテロ造山，エピ卓状地山岳系

　　　1．ブ・ック隆起とそれに分界された凹地一地溝のアムール河下流地域のエピ劣地向斜系

　　　2・ブ四ック隆起を主とするクカンーヤマルイ　エピ優地向斜系

　E　ヤンカンーツクリングラージャグダ　デュテ・造山系とそれに伴う凹地一平野

　F　アルダンおよびジュグジュルースタノボイ　デュテ・造山系・エピ卓状地山岳系

第8章
まとめ

　2）臨臨《IB雌膿a編（1974）：「MHHep紐orHH・MarMaTH3MHpy八oreHe3双a五bHoroBocToKa（極

東の鉱物・マグマ作用・鉱床の研究）」，ウラジオストック，227p．，27×18c皿（露文），UDC：552。3＋

553．2十548／549

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　　次

B。H・CyxoB，0・B・皿［πe耽Hep：サブボルカニック貫入岩の分類と生成機構に関する問題に・よせて

　（図10，参27）　P。3－16

0．r．BopHcoB：噴出ドーム（図3，表1，参17）　P・16－29
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肌M』B躍acoB，M．H．noπKoBa：サブボルカニック貫入岩の問題と鉱床（図2，表2，参20）　P．29

　－43

14・H．rOBOPOB：沿海州ダリネゴルスク地区を例とした多金属鉱床と火山岩・深成岩コンプレックスと

　の関係（表1，参22）　P・44－52

A・Φ・BoπoTHHKoB，H・K，KpyToB：アムール河沿岸地方バジャル帯結晶質イグニンブライトの地質学

　的・岩石学的特徴とその起源の2・3の問題（図2，表2，参5）　P・53－59

r・M　B照coB　et　aL：海底イグニングライトおよび海底熔岩変質時間について　（図6，表2，参28）

　p．59－78

H・C・励aro双apeBa　et　a1・：サドブイ鉛・亜鉛鉱床の鉱物資料（図2，表2，参13）　P・78－92

L　H・Φe烈HHa：沿海州ニコラエフスク多金属スカルン鉱床の鉱物学的研究によせて（表3，参6）

　p．93－100

M。B。CTeHaHoBa，r。H。CTeHaHoB：フェスチバリ錫鉱床交代帯の物理化学的生成条件（図5，表2，

　参15）　P．100－109

A　A．CTpH撒KoBa，F。B．双eBa田eB二各種花嵐岩類産の黒雲母の含Fe率と屈折率との関係（図3，表

　2，参19）　p。109－117

「・B・双eBameB：花嵩岩類産黒雲母中のSn含有率の構造的要素と岩石化学的要素（図1，参7）　P・

　117－120

A。Φ．Bo∬oTHKKoB，E。B．CMKpHoB：沿海州バジャリ帯流紋岩一花嵩岩共生の中生代後期火成岩中の副

　成鉱物配分の特徴（表4，参6）　P・120－125

E．D．neTpaqeHKo：国後島オホーツク海海岸の錫・多金属鉱化作用（図3，表2，参2）　P・126－

　130
E・A．KKpH朋oB，A．C。Bpa珊HKoB：後退変成過程時における鉱床生成作用についての問題によせて

　（参20）　p。130－135

P。且CK朋poB，T．B。K服MoBcKaH：極東地域風化殻中のボーキサイト構成鉱物（図1，参4）　　P・

　135－140

L　C。HeqKHH，E．A。naHcKHx：火山源堆積鉄鉱石中の赤鉄鉱と磁鉄鉱（図8，参27）　P・140－150

T．B。K丑HMOBCKa∬：アムール＝ゼヤ地域の古第三系と新第三系の鉱物コンプレックス（図4，参4）

　p．151－161

B．K．P痴oB　et　a1。：極東自動車道の沼沢部・凍結部地盤の鉱物組成（表5）　　P・162－165

B．H．noHoBa，B．A．HoHoB：熱水鉱床の鉱化段階区分原則について（図1，参31）　P・166－170

B．A．noHoB：結晶形態と鉱物共生（図1，参4）　P。171－173

B．A。noHoB：石英の結晶形態によせて（図5，参32）　P．173－181

B．H．noHoBa：黄鉄鉱の熱起電力と結晶形態との相関性（図1，表3，参6）　P・181－184

P・H・「leTpaqeHKo：シホテーアリン山脈東部の二次珪岩中の電気石とデュモルチエライト（表2）

　p．184－187

JI．C．凪Hraq：モリブデン複硫化物と極東におけるウモホアイトの発見について（図1，表2，参13）

　p．187－192

丑H・Ky朋皿：極東地方含マンガン岩・マンガン鉱産の重土長石，ブランフォーダイト，ダンネモライ

　　ト，ビリディン（表1，参5）　P．192－194

瓢．H．noHKoBa，H．ロ．K｝coBcKHx：アムール河下流地方でのデスチネザイトの発見（図2，表3）

　p．195－197

巫．B．皿apTbIHloK：多鉱物成炭酸塩一泥岩の晶出構造（図5，参6）　　198－201

H。H．HHKyπHE，H。n・KoH阪eHKo：錫石の化学的一力学的分離法　　P・201－202

K》．K．noπHH：ブレヤ山塊変成岩構成鉱物中のFe・Mg配分によせて（図7，表10）　P・202－220
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r・瓢．BπacoB：モノグラフ「火山作用と鉱石の成因」について　　P．221－226

　3）巡・JL　Jlyphe編（1976）：rCTpyKTypbI　TpaHHoB　CH6HpcKo茸H涯aTΦopMbl（シベリア卓状地ト

ラップ岩の組織）」，ソ連地質省全ソ地質科学研究所報告，第235号，レニングラード，写55，表11，参

105，27×18cm（露文），UDC：552．122：553。2（571．1／5）

　トラップ岩岩系の岩石区分に役立つ規準だが，今まであまり使用されたことのない規準の一つにトラ

ップ岩の組織がある．そこで，同岩の組織について時代別・地域別に記載する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　　次

第1章　トラップ岩の組織について

　　　　　組織名用語集　　トラップ岩組織の主型式

第2章　古生代後期一中生代前期トラップ岩岩系

　　　　　貫入岩

　　　　　　ノーリリスク型貫入岩　　クーレイカ型貫入岩　　カタンガ型貫入岩　　アンガラ型貫入

　　　　　　岩クジモフスキー型貫入岩アモフスキー型貫入岩トイチャン型貫入岩レ
　　　　　　トナー型貫入岩　　アガト型貫入岩

　　　　　火山源生成体

　　　　　　噴出岩層　　凝灰源岩層

第3章　古生代中期トラップ岩岩系

　　　　　貫入岩とサブボルカニック岩体

　　　　　台地玄武岩

第4章　原生代トラップ岩岩系

　　　　　原生代トラップ岩の組織

まとめ

　4）B．E。Ope護（1975）：「Po3Be雄a　ro30Bblx　MecTopo凪八eH曲（天然ガス田の探査）」，ネドラ出版

所，モスクワ，200P．，図39，表26，22×15cm（露文），UDC：553．981．2：550．812．14

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　　次

天然ガス田の調査と探査の特徴

　層圧測定データによるガス水界面と油ガス界面の出発深度の決定

天然ガス田の探査・採掘を目的とした天然ガス田・油田生成盆の地質学的特徴の綜合的研究

　産ガス・産油層の層位とその物理的性質

　天然ガス田の層圧変化の規則性

　天然ガス・石油胚胎岩コンプレックスの水理地質学的特徴

　天然ガス層と天然ガス田の開発条件の予測

　天然ガス層と油層の分布の規則性

天然ガス層・天然ガス田の地質学的・鉱業的分類

　天然ガス層の分類

　天然ガス田の分類

一天然ガス田の探査法

鉱業的探査法・採掘促進法としての試掘

2・3の天然ガス田の試掘結果

　ケギチェボ天然ガス田

　ペレシチェピン天然ガス田
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　クラスノポポフ天然ガス田

　ルイバリ天然ガス田

　ボロフ天然ガス田

　弄フレモフ天然ガス田

　アチャク天然ガス田

　ブクトィル天然ガス田

　メドベジエ天然ガス田

天然ガス田開発システムの主要地質パラメータの選択

　開発段階と採掘対象の選定

　多層天然ガス田開発システム

　採ガス井の配置

　天然ガス田・ガス層別開発テンポ

　老廃ガス層の産ガス効率データの解析

第5号）

　5）　JL　A・撒aTBeeBa，E．H．CoKoJloBa，3．CJ》o｝K双ecTBe闘cH訊”（1975）：「9KcHepHMeHTa虹bHoe

H3yqeHHe　BbIHoca　aπloMHHHH　B30He　rHHepreHe3a（表成変質帯におけるアルミニウム溶脱の実験的研

究）」，ナウカ出版所，モスクワ，168P．，図26，表62，参134，22×15cm（露文），UDC：553．492。1：

553．068．3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　　次

第1章
第2章
第3章
第4章
第5章
第6章
第7章
まとめ

岩石および鉱物の風化過程における生物気候条件の役割について

ポドゾルからのフルボ酸による鉱物の分解

赤色土からのフルボ酸による鉱物の分解

鉱物風化時の温度要因の役割

鉱物分解時の溶液中へのアルミニウム溶脱作用におけるpH：と錯化合物の役割

媒体pHに関係した有機酸溶液中のA1およびFeの錯化合物の性質について

鉱物分解時の溶液へのアルミニウム溶脱に対する天然有機酸の各性質の影響

　6）B・賑Co顕oHeHKo編（1975）：rCe耽MoTeKToHHKa，r研6HHHoecTpoeHHeHceHcMHqHocTb

CeBepo－BocToKa6説Ka恥cKo煎pHΦToBo茸30Hbl（バィカルーリフト帯北東部の地震構造地質，深部構

造，地震活動度）」，ナウカ出版所シベリア支所，ノボシビルスク，101店27×18cm（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　　次

B，H．CoπoHeHKo　et　aL：バイカル　リフト帯東部と同隣接地域の地震構造地質と構造形態について

　（図2）　　P．4－13

C．几X瑚bKo，B．B．HHKoπaeB：トカ盆地の新期構造と地震構造地質（図1）　P・14－23

M・L乃eM田HOBHq：ベルフネーカラル盆地の地質構造に結びついた地震構造地質の発展（図1）　p．

　23－28

瓢．P・HOBoceπOBa：バイカル　リフト帯北東部の地殻の地球物理探査資料による表面構造と深部構造

　（図3）　P．28－39

C．H．ro肥He耶曲et　a1．：沿バイカル地方北東部における地殻の厚さと地震波走時曲線（図5，表9）

　p．40－53

几A．赫H田apHHa：ウドカン地区弱震震源のメカニズム（図3，表4）　P・54－63

C．H．「o鵬He耶HH：コダルーウドカン地区の1965－1969年における地震活動度（図3，表2）　p・

　63－71
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B・瓢・KoqeTKoBetaL：1967年1月18日のタスーユリャフ地震（図7，表1）　P．71－94，

　7）　盟・C・涯oMo耳｛ocoB　（1974）：「reox胚M駐H　H　ΦopMHpoBaHHe　coBpeMeHHblx　rH双poTepM　Ba茸Ka、πb噂

CKO孟PHΦTOB磁30HbI（バイカル　リフト帯現世熱水の地球化学と生成作用）」，ナウカ出版所ジベリア

支所，ノボシビルスク，165P。，図27，表26，参157，27×18c皿（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　　次

第1章　地下水

　　　地下淡水の主な分布規則生

　　　鉱水とその分布区区分

第2章バイカル　リフト帯の現世熱水の分類とその分布規則性

　　　含窒素熱水

　　　含炭酸ガス熱水

　　　含メタン熱水

第3章バイカル　リフト帯の現世熱水の成因

　　　同位体分析資料による現世熱水のH20の起源

　　　ガスの起源

　　　塩イオン組成と微量成分組成の起源

　　　熱水生成作用の地熱環境と地球化学環境

　　　熱水生成作用の古水理地質環境

　　　地殻と上部マントルの深部構造の特徴とその現世熱水生成作用における役割

　　　現世熱水生成作用のモデル

第4章現世熱水の実用化の展望

　　　鉱泉療養，保養地施設，旅行センターへの熱鉱水の利用

　　　暖房，温室栽培，地熱発電への熱水の利用

　　　現世熱水の鉱床生成活動と鉱床の予測探査

　　　地震予知への熱水利用の展望

まとめ

　8）　中国科挙院南京地質古生物研究所（19了6）：「中国的辮鰐類化石（中国の辮鯉類化石！」，科学出版

社，北京，538P．，図版150，27×18cm（中国文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　　次

1。　序言

2・　辮鯉類の一般形態と構造

3・海生辮鯛類化石の系統と各論

　　　古櫛歯目　Palaeotaxodonta　Korobkov，1954　　（以下，科は省略）

　　　古異歯目　Palaeoheterodonta　Newe11，1965

　　　異歯目　　Heterodonta　Neumayr，1884

　　　満月蛤歯亜目　　Lucinodonta：Korobkov，1954

　　　花蛤歯亜目　　　Astartedonta　Korobkov，1954

　　　女蜆歯亜目　　　Cyrerodonta：Korobkov，1954

厚歯目

新櫛歯目

弱歯目

貧歯目

Pachyodonta　Steinmann，1903

Neotaxo（ionta　Korobkov，1954

Dysodonta　Neumayer，1883

Desmodonta　Neumayr，1883
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4・非海生辮鯉類化石の系統と各論

　　　古異歯目　Palaeoheterodonta　Newe11，1965

　　　畢歯目　　Heterodonta　Neumayr・1883

　　　女蜆歯亜目　　　CyrenodontαKorobkov，1954

　　　新櫛歯目　Neotaxodonta　Korobkov，1954

　　　弱歯目　　Dysodonta　Naumayr，1883

5・古生態の紹介，非海生・海生辮鯉類化石の区別

6，　中国の各地質時代の辮鰯類化石動物群と分布

　1）海生辮鯛類の化石動物群と分布

　2）非海生辮鯉類の化石動物群と分布

7・　中国の辮鯛類化石産出層の一覧表

　1）海生辮鯉類化石産出層一覧表

　2）非海生辮鰯類化石産出層一覧表

8。　中国の既知辮鯛類化石地史分布表

9・参考文献

10．辮鯉類化石名中英対照表

11。　化石属種索引

12．　図版の説明

　9）避．E　E《oB闘b雛磁（1974）：「reox疏MHqecKa∬∂Ko涯o田且（地球化学的生態学）」，ナウカ出版所，

モスクワ，29gP。，図117，表103，参564，27×18cm（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目

第1部　地球化学的生態学の理論的立場

次

　第1章　地球化学的生態学とその課題

　第2章生物圏の自然化学的モザイク性

　第3章生物の化学組成
　第4章　生物地化学的食物循環

　第5章化学元素の限界濃度

・第6章生物に対する作用での微量元素の相関性

　第7章微生物の地球化学的生態

　第8章　植物の地球化学的生態

　第9章　媒体の地球化学的要素に対する動物および人間の反応

第2部　生物地化学区区分

　第10章　生物圏区・亜区

　第11章　生物地化学図化

第3部各生物圏亜区条件下における生物の地球化学的生態

　第12章　生物圏棚素亜区条件下における生物の地球化学的生態

　第13章　Cu欠乏，Mo・硫酸塩過剰条件下における生物の地球化学的生態

　第14章　ザバイカル地方・タジック地方のSr－Ca生物圏亜区条件下における生物の地球化学的生態

　第15章　高Mo環境の生物圏亜区における生物の地球化学的生態

　第16章　固有醸のうの地球化学的生態

　第17章　イスィク・クーリ盆地生物圏ウラン亜区条件下の生物の地球化学的生態

　第18章　Seに富む生物圏亜区条件下における生物の地球化学的生態

第4部地球化学的生態学の実用の展望
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文献

農業・獣医学・医学・地質学への地球化学的生態学の意義

10）賦A・醒ap照oB編（1974）：「FH双poreoπorH∬A3KH（アジアの水理地質）」，

スクワ，575P㌧図76，表71，参750，27×18c皿（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　　次

第1章水理地質区区分の原理と方式

第2章　水理地質区，水理地質域，アーテシアン盆地の地下水の一般的特徴

　A　北氷洋流入河川流域水理地質区

1
皿

皿

lV

V
v［

西シベリア水理地質域（各アーテシア盆地の項目は省略，以下同じ）

東シベリア水理地質域

ヤナーコルィマ水理地質域

チャウンーチュコトカ水理地質域

セレンガーバイカル水理地質域

浅海アーテシアン盆地の水理地質域

ネドラ出版所，モ

B　黒海・地中海／流入河川流域／水理地質区

1
皿

皿

IV

沿黒海水理地質域

北地中海水理地質域

東地中海水理地質域

キプロス水理地質域

C　内陸流入河川流域水理地質区

1
皿

皿

lV

V
w
皿

皿

凪

北沿カスピ海水理地質域

ツラン水理地質域

南沿カスピ海水理地質域

浅海アーテシアン盆地の水理地質域

レザイエーワン水理地質域

イランーアフガン水理地質域

沿バルハシ水理地質域

中部アジア水理地質域

チベット水理地質域

D　インド洋流入河川流域水理地質区

1
豆

皿

lV

V
w
瓢

皿

lx

X
阻

M

アラビアーメソポタミア水理地質域

紅海一アデン水理地質域

オーマン水理地質域

インダス水理地質域（アーテシアン盆地）

ガンジス水理地質域（アーテシアン盆地）

ナルバッド水理地質域

インド水理地質域

西ハート水理地質域

スリ　ランカ水理地質域

イラワジーサルィン水理地質域

西マラッカ水理地質域

浅海アーテシアン盆地水理地質区

E　太平洋流入河川流域水理地質区
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　　　1　アナドィル水理地質域

　　　狂　南コリャーク水理地質域

　　　皿　オホーツク水理地質域

　　　IV　ウックートゥグール水理地質域

　　　V　モンゴルーアムール水理地質域

　　　W　シホテーアリーン水理地質域

　　　U　オルドス水理地質域

　　　孤　北中国水理地質域

　　　lX　北朝鮮水理地質域

　　　X　南朝鮮水理地質域

　　　斑　楊子江水理地質域

　　　皿　南中国水理地質域

　　X皿　西江水理地質域

　　X】V　インドシナ水理地質域

　　XV　東ベトナム水理地質域

　　XW　東マラッカ水理地質域

　　X皿　南海南島水理地質域

　　X皿　太平洋列島弧水理地質域

　　XIX　浅海アーテシアン盆地水理地質域

第3章　地下水生成作用の諸問題

　　　地下水の化学組成形成作用

　　　断層転位帯での地下水形成作用

　　　淡水地下水の形成とその資源分布の規則性

　　　鉱泉水と温泉水

第4章アーテシアン盆地の比較検討

11）　rJ3・Φep皿TaTep，髭【・C・Bopo1珊賢a，（1975）：「neTpoπorHHMarM司THqecK且xrpaHHToH双oB（マ

グマ分化花髄岩類の岩石学的研究）」，ナウカ出版所，モスクワ，288pゲ図93，豪60，参444，26×17cm

（露文），UDC：550．40

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　　次

1　花嵩岩類の成因的分類について

第1章各種含水飽和率の花闘岩マグマ

　第2章　ウラル地方花嵐岩類の生成区分

皿　ウラル地方花崩岩類の主要フォーメイションのタイプ

第3章
第4章
第5章
第6章
第7章
第8章

はんれい岩一花謁岩フォーメイションのタイフ

トーナライトー花崩閃緑岩フォーメイションのタイプ

アダメライトー花崩岩フォーメイションのタイプ

花闘岩フォーメイションのタイプ

ウラル地方花髄岩類主要フォーメイションタイプの微量成分

ウラル山脈南部の古生代中期・後期花崩岩マグマ活動発展様式

皿　花闘岩類の相解析

　第9章　各種深度相の花闘岩類の造岩鉱物

　第10章　アルカリ長石の斑状晶出物とその岩石学的意義

第11章　花崩岩類生成条件の指標としての石英一長石連晶
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　第12章　各種深度相の花謁岩類共生形成作用の一般的規則性

W　花闘岩類岩系の起源

　第13章　酸性噴出岩・花歯岩類の晶出作用

　第14章　成因に関連した花闘岩類岩系の主な特徴

まとめ
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